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武
久

堅
教
授
・
略
歴
と
業
績

一
九
三
六
年
七
月
二
七
日

出
生

本
籍

兵
庫
県
芦
屋
市
浜
芦
屋
町
五
二
番
地

学

歴

一
九
四
二
年
四
月

大
阪
市
立
金
甌
幼
稚
園
入
園
、
翌
年
三
月
卒
園

一
九
四
三
年
四
月

大
阪
市
立
金
甌
小
学
校
入
学

一
九
四
四
年
四
月

奈
良
県
五
條
小
学
校
へ
転
校
（
戦
時
下
強
制
疎
開
の
た
め
）

一
九
四
九
年
三
月

奈
良
県
五
條
小
学
校
卒
業

一
九
四
九
年
四
月

奈
良
県
五
條
中
学
校
入
学

一
九
五
二
年
三
月

奈
良
県
五
條
中
学
校
卒
業

一
九
五
二
年
四
月

奈
良
県
立
五
條
高
等
学
校
入
学

一
九
五
五
年
三
月

奈
良
県
立
五
條
高
等
学
校
卒
業

一
九
五
五
年
四
月

関
西
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
入
学

一
九
六
〇
年
三
月

関
西
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
卒
業
（
同
窓
会
長
賞
受
賞
）

一
九
六
〇
年
四
月

関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

一
九
六
二
年
三
月

関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

一
九
三



一
九
六
二
年
四
月

関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
課
程
入
学

一
九
六
五
年
三
月

関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

学

位

一
九
九
〇
年
七
月
一
三
日

関
西
学
院
大
学

文
学
博
士

論
文
題
名

平
家
物
語
成
立
過
程
考

職

歴

一
九
六
〇
年
四
月

〜

一
九
六
二
年
三
月

関
西
学
院
大
学
文
学
部
専
任
助
手
補

一
九
六
二
年
四
月

〜

一
九
六
八
年
三
月

関
西
学
院
大
学
文
学
部
嘱
託
助
手

一
九
六
八
年
四
月

〜

一
九
七
二
年
三
月

広
島
女
学
院
大
学
文
学
部
専
任
講
師

一
九
七
二
年
四
月

〜

一
九
八
一
年
三
月

広
島
女
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
八
一
年
四
月

〜

一
九
八
六
年
三
月

広
島
女
学
院
大
学
文
学
部
教
授
（
こ
の
間
、一
九
八
一
年
〜
八
五
年
学
校
法
人
評
議
員
、

一
九
八
三
年
〜
八
六
年
教
務
部
長
・
法
人
予
算
委
員
）

一
九
八
六
年
四
月

〜

現
在
に
至
る

関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授

一
九
八
七
年
四
月

〜

現
在
に
至
る

関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
前
期
課
程
指
導
教
授

一
九
九
〇
年
四
月

〜

現
在
に
至
る

関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程
指
導
教
授

一
九
四



大
学
非
常
勤
講
師
出
校
歴

広
島
大
学
文
学
部

（
一
九
七
五
年
度
）

鳥
取
大
学
教
育
学
部
（
一
九
八
一
年
度
）

活
水
女
子
大
学
文
学
部

（
一
九
八
七
年
度
）

梅
花
女
子
大
学
大
学
院
（
一
九
八
九
年
度
〜
二
〇
〇
一
年
度
）

広
島
文
教
女
子
大
学

（
一
九
九
〇
年
度
）

広
島
大
学
教
育
学
部
（
一
九
九
二
年
度
）

大
手
前
大
学
人
文
科
学
部
（
一
九
九
五
年
度
〜
現
在
に
至
る
）
京
都
女
子
大
学
大
学
院
（
二
〇
〇
〇
年
度
〜
現
在
に
至
る
）

吉
林
大
学
外
国
語
学
院
日
語
部

（
一
九
九
三
年
八
月
九
月
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
九
月
）

所
属
学
会
・
研
究
会

中
世
文
学
会

（
一
九
六
〇
年
一
一
月
入
会
、
現
在
学
会
委
員
）

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

（
一
九
六
一
年
四
月
入
会
）

日
本
文
芸
学
会

（
一
九
六
三
年
一
一
月
創
設
時
入
会
、
現
在
常
任
理
事
）

軍
記
・
語
り
物
研
究
会

（
一
九
七
八
年
五
月
入
会
）

説
話
・
伝
承
学
会

（
一
九
八
〇
年
四
月
入
会
）

中
世
文
学
研
究
会

（
一
九
八
六
年
九
月
入
会
、
一
九
九
五
年
一
月
閉
会
）

大
阪
国
文
談
話
会
中
世
部
会

（
一
九
八
七
年
四
月
入
会
、
一
九
九
八
年
閉
会
）

関
西
軍
記
物
語
研
究
会

（
一
九
八
七
年
一
二
月
創
設
時
加
入
・
論
集
編
集
委
員
）

説
話
文
学
会

（
一
九
九
〇
年
六
月
入
会
）

一
九
五



神
戸
古
典
文
学
研
究
会

（
一
九
九
五
年
八
月
中
世
文
学
研
究
会
が
改
称
さ
れ
再
開
、
加
入
）

国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
調
査
員

（
一
九
七
四
年
度
、
中
国
四
国
地
区
担
当
）

社
会
活
動

大
学
キ
リ
ス
ト
者
の
会

（
一
九
六
九
年
七
月
入
会
〜
）

西
中
国
教
区
宣
教
研
究
会
委
員

（
一
九
七
二
年
〜
一
九
七
五
年
）

学
校
法
人
広
島
南
部
教
会
学
園
理
事
・
評
議
員

（
一
九
八
二
年
四
月
〜
一
九
八
八
年
三
月
）

総
務
庁
行
政
改
革
審
議
会
、
広
島
行
政
監
察
局
代
議
員
（
一
九
八
五
年
度
）

広
島
市
中
央
公
民
館
、
広
島
市
温
品
公
民
館
講
師

（
一
九
八
五
年
度
）

池
田
市
生
涯
学
習
大
学
講
師

（
一
九
九
一
年
四
月
〜
現
在
に
至
る
）

神
戸
女
学
院
同
窓
会
講
師

（
一
九
九
二
年
四
月
〜
一
九
九
八
年
三
月
）

六
甲
読
書
会
主
宰

（
一
九
九
五
年
三
月
〜
現
在
に
至
る
）

伊
丹
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
師

（
一
九
九
八
年
四
月
〜
現
在
に
至
る
）

大
阪
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
師

（
二
〇
〇
〇
年
四
月
〜
現
在
に
至
る
）

神
戸
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師

（
二
〇
〇
二
年
九
月
〜
現
在
に
至
る
）

大
学
基
準
協
会
専
門
審
査
分
科
会
委
員

（
二
〇
〇
三
年
四
月
〜
現
在
に
至
る
）

宝
塚
市
再
生
企
画
委
員

（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
〜
現
在
に
至
る
）

一
九
六



大
学
院
生
時
代
の
中
学
・
高
校
非
常
勤
講
師
歴

報
徳
学
園
中
学
校
（
一
九
六
一
年
度
）

浪
速
工
業
高
等
学
校
（
一
九
六
二
年
度
）

樟
蔭
高
等
学
校
（
一
九
六
三
年
度
〜
一
九
六
五
年
度
）

報
徳
学
園
高
等
学
校
（
一
九
六
六
年
度
〜
一
九
六
七
年
度
）

業
績
一
覧

著

書

『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』

一
九
八
六
年
一
〇
月

桜
楓
社
、
再
版

一
九
九
九
年

五
月

お
う
ふ
う

『
平
家
物
語
の
全
体
像
』

一
九
九
六
年

八
月

和
泉
書
院

『
平
家
物
語
発
生
考
』

一
九
九
九
年

五
月

お
う
ふ
う

監

修

『
保
元
物
語
六
本
対
観
表
』（
監
修
責
任
）

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

和
泉
書
院

『
ク
リ
ア
カ
ラ
ー
国
語
便
覧
』（
共
監
修
）

二
〇
〇
一
年
一
二
月

数
研
出
版

『
間
違
い
だ
ら
け
の
日
本
語
』（
監
修
）

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

実
業
之
日
本
社

編

著

日
本
文
学
研
究
大
成
『
平
家
物
語
蠢
』

一
九
九
〇
年

七
月

国
書
刊
行
会

一
九
七



共
編
著

『
軍
記
物
語
の
窓
』
第
一
集

一
九
九
七
年
一
二
月

和
泉
書
院

『
軍
記
物
語
の
窓
』
第
二
集

二
〇
〇
三
年
一
二
月

和
泉
書
院

共

著

平
家
物
語
に
お
け
る
愛
の
形
象
（『
日
本
文
芸
の
世
界
』）

一
九
六
七
年
一
二
月

桜
楓
社

平
家
物
語
の
世
界
構
造

―
夢
幻
観
と
夢
想
譚
の
意
義
―
（『
日
本
文
芸
学
の
世
界
』）

一
九
七
〇
年

一
月

桜
楓
社

平
治
物
語
の
成
立
（
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書『
戦
記
文
学
』）

一
九
七
四
年

九
月

有
精
堂

海
道
を
下
っ
た
四
人
の
男

―
平
家
物
語
後
半
の
人
物
伝
承
―
（『
日
本
文
芸
学
の
世
界
』）

一
九
八
五
年

四
月

清
水
弘
文
堂

軍
記
物
の
達
成

―
『
平
家
物
語
』
―
（『
軍
記
物
の
系
譜
』）

一
九
八
五
年

四
月

世
界
思
想
社

平
家
物
語
の
本
質
論
を
め
ぐ
っ
て
（『
日
本
文
芸
学
の
体
系
』）

一
九
八
八
年
一
一
月

弘
文
堂

大
嶋
神
社
・
奥
津
嶋
神
社
蔵
「
平
家
物
語
断
簡
」
は
二
十
四
巻
本
か

―
生
成
平
家
物
語
試
論
―
（『
室
町
芸
文
論
攷
』）

一
九
九
一
年
一
二
月

三
弥
井
書
店

説
話
す
る
末
世
の
予
言
者

―
平
家
物
語
の
重
盛
伝
承
―
（『
説
話
論
集
』
第
二
集
）

一
九
九
二
年

四
月

清
文
堂

〈
清
盛
語
り
〉
の
生
態

―
持
経
者
伝
承
の
系
譜
―
（
あ
な
た
が
読
む
平
家
物
語
『
説
話
と
語
り
』）

一
九
九
四
年

一
月

有
精
堂

平
家
物
語
に
お
け
る
摂
関
家
の
構
図

―
生
成
平
家
物
語
試
論
―
（『
軍
記
物
語
の
生
成
と
表
現
』）
一
九
九
五
年

三
月

和
泉
書
院

九
条
家
の
源
二
位
頼
朝
鑄

―
生
成
平
家
物
語
試
論
―
（『
古
文
学
の
流
域
』）

一
九
九
六
年

四
月

新
典
社

『
平
家
物
語
』
生
成
論
の
研
究
史
、
二
十
世
紀
一
〇
〇
年
の
展
望
（
軍
記
物
語
研
究
叢
書
『
平
家
物
語
の
生
成
』） 一

九
八



一
九
九
七
年

六
月

汲
古
書
院

《
安
徳
神
話
》
の
誕
生

―
生
成
平
家
物
語
試
論
―
（
日
本
文
学
研
究
論
文
集
成
『
平
家
物
語
・
太
平
記
』）一

九
九
九
年

七
月

若
草
書
房

長
門
本
平
家
物
語
と
源
平
盛
衰
記
の
関
係
（『
長
門
本
平
家
物
語
の
総
合
研
究
』
第
三
巻
）

二
〇
〇
〇
年

二
月

勉
誠
出
版

軍
記
文
学
成
立
の
諸
条
件
（
軍
記
物
語
研
究
叢
書
『
軍
記
文
学
と
そ
の
周
縁
』）

二
〇
〇
〇
年

四
月

汲
古
書
院

辞
典
・
事
典
・
共
同
執
筆

『
平
家
物
語
事
典
』
市
古
貞
次
編
（
執
筆
項
目
「
延
慶
本
」「
屋
代
本
」「
鐵
園
精
舎
」「
灌
頂
巻
」
他
）

一
九
七
八
年

三
月

明
治
書
院

『
源
平
時
代
人
物
も
の
し
り
事
典
』
水
原
一
・
他
編
（
執
筆
項
目
「
平
氏
に
与
し
た
武
将
・
武
士
」）一

九
七
九
年

四
月

新
人
物
往
来
社

『
日
本
文
学
大
辞
典
』
市
古
貞
次
・
他
編
（
執
筆
項
目
「
六
代
勝
事
記
」「
五
代
帝
王
物
語
」
他
）
一
九
八
三
年
一
〇
月

岩
波
書
店

『
日
本
伝
記
伝
説
大
事
典
』
乾
克
巳
・
他
編
（
執
筆
項
目
「
後
醍
醐
天
皇
」「
源
頼
政
」「
北
条
政
子
」）

一
九
八
六
年
一
〇
月

角
川
書
店

『
古
典
の
事
典
』
第
三
巻

山
本
健
吉
・
他
編
（
執
筆
項
目
「
平
家
物
語
」「
承
久
記
」
各
解
説
と
本
文
の
抜
粋
・
鑑
賞
）

一
九
八
八
年
一
一
月

河
出
書
房
新
社

『
平
安
時
代
史
事
典
』
角
田
文
衛
編
（
執
筆
項
目
「
平
家
赤
旗
」）

一
九
九
四
年

五
月

角
川
書
店

『
兵
庫
県
風
土
記
』
福
島
好
和
・
他
編
（
執
筆
項
目
「
平
家
物
語
の
虚
と
実
」）

一
九
九
四
年

八
月

旺
文
社

一
九
九



『
日
本
古
典
文
学
紀
行
』
久
保
田
淳
編
（
執
筆
項
目
「
屋
島
・
志
度
」）

一
九
九
八
年

一
月

岩
波
書
店

『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
大
曾
根
章
介
・
他
編
（
執
筆
項
目
「
愚
管
抄
」「
保
元
物
語
」）

一
九
九
八
年

六
月

明
治
書
院

そ
の
他
の
編
集

『
瓦
礫
の
下
の
小
説

―
阪
神
大
震
災
が
押
し
潰
し
た
二
十
歳
の
夢
と
青
春
―
重
松
克
洋
著
』

一
九
九
六
年

一
月

集
英
社

『
時
の
輪
』（
重
松
克
洋
遺
稿
集
）

一
九
九
五
年

七
月
（
私
家
版
）

『
遼
洋
詩
文
集
』（
重
松
克
洋
遺
稿
）

一
九
九
七
年

一
月
（
私
家
版
）

『
洗
礼
を
受
け
て
か
ら

―
証
し
の
生
活
―
』（
共
編
）（
改
定
版
再
版
）

一
九
七
四
年

五
月

日
本
基
督
教
団
出
版
局

論

文

保
元
物
語
の
主
題

一
九
六
二
年

三
月

日
本
文
芸
研
究

一
四
巻
一
号

関
学
大
日
本
文
学
会

平
家
物
語
の
無
常
観

一
九
六
四
年

三
月

日
本
文
芸
研
究

一
六
巻
一
号

関
学
大
日
本
文
学
会

平
家
物
語
に
描
か
れ
た
木
曽
義
仲
の
人
間
像

一
九
六
四
年

六
月

人
文
論
究

一
五
巻
二
号

関
学
大
人
文
学
会

平
家
物
語
の
叙
事
性

一
九
六
五
年

二
月

日
本
文
芸
学

二
号

日
本
文
芸
学
会

二
〇
〇



平
治
物
語
の
成
立

一
九
六
五
年
一
〇
月

日
本
文
芸
研
究

一
七
巻
二
・
三
号

関
学
大
日
本
文
学
会

平
家
物
語
の
文
芸
学
的
研
究
法

一
九
六
六
年

二
月

解
釈
と
鑑
賞

三
一
巻
三
号

至
文
堂

平
家
物
語
に
お
け
る
死
の
形
象

一
九
六
六
年
一
二
月

日
本
文
芸
研
究

一
八
巻
四
号

関
学
大
日
本
文
学
会

平
家
物
語
に
お
け
る
「
恥
」
の
形
成

一
九
六
九
年

三
月

国
語
と
国
文
学

四
六
巻
三
号

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

平
家
物
語
に
お
け
る
後
白
河
院
の
位
置

一
九
六
九
年
一
二
月

文
学
研
究

三
〇
号

日
本
文
学
研
究
会

平
家
物
語
本
文
と
為
憲
撰
『
世
俗
諺
文
』

一
九
七
〇
年

六
月

文
学

三
八
巻
六
号

岩
波
書
店

平
家
物
語
に
お
け
る
後
白
河
院
の
位
置
（
二
）

一
九
七
〇
年

六
月

文
学
研
究

三
一
号

日
本
文
学
研
究
会

慈
光
寺
本
『
承
久
記
』
序
の
様
式

一
九
七
一
年

六
月

文
学
研
究

三
三
号

日
本
文
学
研
究
会

平
家
物
語
と
資
経
の
『
自
暦
記
』
―
延
慶
本
第
二
次
編
著
者
考
―

一
九
七
一
年

八
月

文
学

三
九
巻
八
号

岩
波
書
店

二
〇
一



平
家
物
語
と
経
房
の
『
吉
記
』
―
延
慶
本
の
編
著
過
程
に
つ
い
て
―

一
九
七
二
年
一
二
月

論
集

二
二
集

広
島
女
学
院
大
学

平
家
物
語
に
お
け
る
院
政
期
中
級
貴
族
の
位
置

―
勧
修
寺
為
房
と
そ
の
子
孫
―

一
九
七
三
年

五
月

中
世
文
学

一
八
号

中
世
文
学
会

伝
承
部
と
著
述
部

―
延
慶
本
平
家
物
語
成
立
過
程
考
―

一
九
七
四
年

一
月

国
語
と
国
文
学

五
一
巻
一
号

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

大
将
争
い
事
件
の
構
想

―
延
慶
本
平
家
物
語
成
立
過
程
考
―

一
九
七
四
年
一
二
月

国
語
国
文
学
誌

四
号

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

『
宝
物
集
』
と
延
慶
本
平
家
物
語

―
身
延
山
久
遠
寺
本
系
祖
本
依
拠
に
つ
い
て
―

一
九
七
五
年

六
月

人
文
論
究

二
五
巻
一
号

関
学
大
人
文
学
会

維
盛
粉
河
詣
の
成
立

―
延
慶
本
平
家
物
語
第
三
次
加
筆
の
徴
証
―

一
九
七
六
年

三
月

日
本
文
芸
研
究

二
八
巻
一
号

関
学
大
日
本
文
学
会

治
承
寿
永
の
乱
と
『
明
月
記
』

一
九
七
六
年

九
月

国
文
学

二
一
巻
一
一
号

学
燈
社

『
畠
山
物
語
』
と
の
関
連

―
延
慶
本
平
家
物
語
成
立
過
程
考
―

一
九
七
六
年
一
〇
月

文
学

四
四
巻
一
〇
号

岩
波
書
店

合
戦
譚
伝
承
の
一
系
譜

―
「
屋
島
軍
」
の
場
合
―

一
九
七
六
年
一
二
月

国
語
国
文
学
誌

六
号

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

二
〇
二



平
家
物
語
読
み
本
系
諸
本
の
成
立
過
程

―
延
慶
本
・
長
門
本
か
ら
源
平
盛
衰
記
へ
―

一
九
七
八
年

一
月

国
語
と
国
文
学

五
五
巻
一
号

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

読
み
本
系
諸
本
の
成
立
と
展
開

一
九
七
八
年

三
月

別
冊
解
釈
と
鑑
賞
・
講
座
日
本
文
学
『
平
家
物
語
』
上

至
文
堂

延
慶
本
平
家
物
語
の
楊
貴
妃
譚

一
九
七
八
年
一
二
月

国
語
国
文
学
誌

八
号

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

延
慶
本
平
家
物
語
の
表
白
・
願
文
に
つ
い
て

―
読
み
本
系
諸
本
の
成
立
過
程
―

一
九
七
八
年
一
二
月

論
集

二
八
集

広
島
女
学
院
大
学

『
発
心
集
』『
十
訓
抄
』
と
読
み
本
系
平
家
物
語

―
南
都
本
か
ら
延
慶
本
へ
―

一
九
七
九
年

七
月

国
語
と
国
文
学

五
六
巻
七
号

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

『
愚
管
抄
』
依
拠
の
二
つ
の
段
階

―
平
家
物
語
四
部
合
戦
状
本
の
位
置
―

一
九
七
九
年
一
二
月

国
語
国
文
学
誌

九
号

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

平
家
物
語
「
旧
延
慶
本
」
の
輪
郭
と
性
格

―
「
南
都
異
本
」
と
の
関
連
―

一
九
八
〇
年
一
二
月

論
集

三
〇
集

広
島
女
学
院
大
学

『
将
門
記
』
依
拠
の
段
階

―
平
家
物
語
の
貞
盛
伝
と
将
門
伝
―

一
九
八
〇
年
一
二
月

国
語
国
文
学
誌

一
〇
号

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

鎌
倉
本
保
元
物
語
と
延
慶
本
平
家
物
語
の
先
後
関
係

―
『
六
代
勝
事
記
』
と
の
共
通
本
文
を
め
ぐ
つ
て
―

一
九
八
一
年

四
月

国
学
院
雑
誌

八
二
巻
四
号

國
學
院
大
学

二
〇
三



平
家
物
語

語
り
本
と
読
み
本
は
い
か
に
交
流
し
た
か

一
九
八
一
年

六
月

国
文
学

二
六
巻
八
号

学
燈
社

吉
田
資
経
略
年
譜
稿

一
九
八
一
年
一
二
月

国
語
国
文
学
誌

一
一
号

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

平
家
物
語
の
基
本
資
料

―
吉
記
・
山
槐
記
・
百
練
抄
・
愚
管
抄
・
玉
葉
・
明
月
記
・
吾
妻
鏡
―

一
九
八
二
年

八
月

別
冊
国
文
学
「
平
家
物
語
必
携
」

学
燈
社

「
願
立
」
説
話
の
展
開

一
九
八
二
年

九
月

日
本
文
芸
研
究

三
四
巻
三
号

関
学
大
日
本
文
学
会

源
通
光
現
存
和
歌
集
成

一
九
八
二
年
一
二
月

国
語
国
文
学
誌

一
二
号

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

清
盛
伝
承
の
様
式
と
古
層

一
九
八
三
年

二
月

文
学

五
一
巻
二
号

岩
波
書
店

日
本
人
一
〇
〇
人
の
手
紙

―
大
夫
房
覚
明
・
源
義
経
―

一
九
八
四
年

九
月

国
文
学

二
九
巻
一
二
号

学
燈
社

宗
盛
伝
承
の
様
式
と
平
家
物
語
の
構
想
（
上
・
下
）

一
九
八
六
年
一
〇
月
・
八
七
年
一
月

日
本
文
芸
研
究

三
八
巻
三
・
四
号

関
学
大
日
本
文
学
会

平
家
物
語
研
究
の
現
状
と
課
題

一
九
八
七
年

五
月

中
世
文
学

三
二
号

中
世
文
学
会

二
〇
四



平
家
物
語
に
お
け
る
頼
朝
と
義
経

―
「
黄
瀬
川
対
面
」
の
原
光
景
―

一
九
八
七
年
一
二
月

国
語
国
文
学
誌

一
七
号

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

平
家
物
語
に
お
け
る
「
高
倉
宮
物
語
」
の
構
造

一
九
八
八
年

一
月

日
本
文
芸
研
究

三
九
巻
四
号

関
学
大
日
本
文
学
会

滅
亡
物
語
の
構
築

―
平
家
物
語
の
全
体
像
―

一
九
八
八
年

三
月

文
学

五
六
巻
三
号

岩
波
書
店

失
わ
れ
た
人
を
求
め
て

―
平
家
物
語
の
維
盛
伝
承
（
上
・
中
・
下
）

一
九
八
八
年
一
〇
月

日
本
文
芸
研
究

四
〇
巻
三
号

一
九
八
九
年

七
月

日
本
文
芸
研
究

四
一
巻
二
号

関
学
大
日
本
文
学
会

一
九
九
〇
年

七
月

日
本
文
芸
研
究

四
二
巻
二
号

平
家
物
語
に
お
け
る
頼
朝
と
義
経

―
「
頼
朝
見
参
」
と
「
腰
越
足
留
」
と
―

一
九
九
一
年

三
月

活
水
日
文

二
二
号

活
水
学
院
日
本
文
学
会

平
家
物
語
発
生
の
時
と
場
（
そ
の
一
）
―
生
成
平
家
物
語
試
論
―

一
九
九
一
年
一
二
月

人
文
論
究

四
一
巻
三
号

関
学
大
人
文
学
会

平
家
物
語
発
生
の
時
と
場
（
そ
の
二
）
―
生
成
平
家
物
語
試
論
―

一
九
九
二
年

三
月

軍
記
と
語
り
物

二
八
号

軍
記
・
語
り
物
研
究
会

野
心
の
系
譜

―
軍
記
物
語
を
貫
く
も
の
（
一
）
―

一
九
九
二
年

九
月

日
本
文
芸
研
究

五
〇
周
年
記
念
号

関
学
大
日
本
文
学
会二

〇
五



野
心
の
系
譜

―
軍
記
物
語
を
貫
く
も
の
（
二
）
―

一
九
九
四
年

九
月

日
本
文
芸
研
究

四
六
巻
二
号

関
学
大
日
本
文
学
会

平
家
物
語
に
お
け
る
後
白
河
院
系
物
語
の
輪
郭
と
性
格

―
生
成
平
家
物
語
試
論
―

一
九
九
四
年
一
〇
月

関
西
学
院
大
学
文
学
部
六
〇
周
年
記
念
論
集

関
学
大
文
学
部

平
家
物
語

そ
の
変
身
。
―
「
後
白
河
院
「
伝
奇
」
と
「
住
吉
大
明
神
」
を
中
心
に
―

一
九
九
五
年

三
月

軍
記
時
と
語
り
物

三
一
号

軍
記
・
語
り
物
研
究
会

《
安
徳
神
話
》
の
誕
生

―
生
成
平
家
物
語
試
論
の
一
環
と
し
て
―

一
九
九
六
年
一
二
月

日
本
文
芸
研
究

四
八
巻
三
号

関
学
大
日
本
文
学
会

《
安
徳
神
話
》
の
展
開

―
生
成
平
家
物
語
試
論
の
一
環
と
し
て
―

一
九
九
七
年

三
月

広
島
大
学
日
本
語
教
育
学
科
紀
要

七
号

広
島
大
学
教
育
学
部
日
本
語
教
育
学
科

《
安
徳
神
話
》
の
原
点

―
生
成
平
家
物
語
試
論
の
一
環
と
し
て
―

一
九
九
七
年

九
月

日
本
文
芸
研
究

四
九
巻
二
号

関
学
大
日
本
文
学
会

室
町
軍
記
を
貫
く
も
の

―
野
心
の
系
譜
（
三
）
―

一
九
九
九
年

三
月

日
本
文
芸
研
究

五
〇
巻
四
号

関
学
大
日
本
文
学
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
平
家
物
語
の
終
わ
り
方

一
九
九
九
年

三
月

軍
記
と
語
り
物

三
五
号

軍
記
・
語
り
物
研
究
会

望
郷
の
系
譜

―
前
期
軍
記
物
語
を
流
れ
る
念
い
―

二
〇
〇
〇
年

三
月

日
本
文
芸
研
究

五
一
巻
四
号

関
学
大
日
本
文
学
会 二

〇
六



叙
事
詩
の
文
体

二
〇
〇
〇
年

六
月

国
文
学

四
五
巻
七
号

学
燈
社

平
家
物
語
は
何
を
語
る
か

―
軍
記
文
学
と
歴
史
文
学
の
間
―

二
〇
〇
〇
年
一
二
月

関
西
学
院
創
立
一
一
一
周
年
文
学
部
記
念
論
集

関
学
大
文
学
部

平
家
物
語
の
後
鳥
羽
院

―
平
家
物
語
は
何
を
語
る
か
―

二
〇
〇
一
年

三
月

日
本
文
芸
研
究

五
二
巻
四
号

関
学
大
日
本
文
学
会

望
郷
の
系
譜

―
承
久
記
・
曽
我
物
語
か
ら
太
平
記
ま
で
―

二
〇
〇
一
年
一
二
月

人
文
論
究

五
一
巻
三
号

関
学
大
人
文
学
会

平
家
物
語
の
後
鳥
羽
院
（
そ
の
二
）

二
〇
〇
二
年

三
月

日
本
文
芸
研
究

五
三
巻
四
号

関
学
大
日
本
文
学
会

平
家
物
語
「
横
田
河
原
合
戦
」
の
木
曽
義
仲
造
型

―
「
武
水
別
神
社
・
八
幡
宮
大
本
堂
」
か
ら
の
発
進
―

二
〇
〇
三
年

三
月

日
本
文
芸
研
究

五
四
巻
四
号

関
学
大
日
本
文
学
会

作
品
研
究
〈
屋
島
〉（
上
・
下
）

二
〇
〇
三
年

八
月
・
九
月

観
世

七
〇
巻
八
号
・
九
号

桧
書
店

木
曽
義
仲
受
難
の
選
択

―
「
人
質
・
清
水
冠
者
の
派
遣
」
―

二
〇
〇
四
年

三
月

日
本
文
芸
研
究

五
五
巻
四
号

関
学
大
日
本
文
学
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
軍
記
と
仏
教

―
平
家
物
語
を
中
心
と
し
て
―

二
〇
〇
四
年

三
月

仏
教
文
学

二
八
号

仏
教
文
学
会

二
〇
七



延
慶
本
平
家
物
語
の
「
火
打
城
合
戦
」
―
「
厳
島
明
神
の
託
宣
」
と
「
平
家
物
語
衰
亡
の
予
言
」
と
―

二
〇
〇
五
年

一
月

人
文
論
究

五
四
巻
四
号

関
学
大
人
文
学
会

延
慶
本
平
家
物
語
の
、「
孤
子
」
へ
の
関
心
と
そ
の
意
味
す
る
も
の

二
〇
〇
五
年

三
月

日
本
文
芸
研
究

五
六
巻
四
号

関
学
大
日
本
文
学
会

書
評
・
紹
介

重
友

毅
著
『
秋
成
の
研
究
』（
紹
介
）

一
九
七
一
年
一
二
月

国
語
国
文
学
誌

創
刊
号

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

山
下
宏
明
著
『
平
家
物
語
の
生
成
』

一
九
八
五
年

三
月

国
語
と
国
文
学
六
二
巻
三
号

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

佐
伯
真
一
著
『
平
家
物
語
遡
源
』

一
九
九
八
年

二
月

国
語
と
国
文
学
七
五
巻
二
号

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

久
保
田
淳
著
『
中
世
文
学
の
時
空
』

一
九
九
九
年

二
月

国
文
学
四
四
巻
二
号

学
燈
社

日
下

力
著
『
平
家
物
語
の
誕
生
』

二
〇
〇
一
年

一
月

日
本
文
学
五
〇
巻
一
二
号

日
本
文
学
協
会

月
報
・
展
望
等

西
行
の
心

一
九
六
八
年
一
二
月

日
本
文
学
会
会
報

広
島
女
学
院
大
学

死
の
宿
り
の
記
録

―
西
行
の
歌
に
つ
い
て
―

一
九
七
一
年

六
月

あ
ゆ
み
三
五
号

広
島
女
学
院
大
学

源
平
盛
衰
記
と
金
沢
文
庫
蔵
『
観
音
利
益
集
』

一
九
八
〇
年

一
月
『
中
世
の
文
学
八
』
月
報

三
弥
井
書
店

絵
巻
の
中
の
後
白
河
院
と
そ
の
近
習
た
ち

一
九
九
一
年

九
月
『
平
家
物
語
絵
巻
九
』
月
報

中
央
公
論
社

八
嶋
に
は
隙
ゆ
く
駒
の
足
は
や
く
し
て

―
地
名
散
策
三
五
「
屋
島
・
志
度
」
―

二
〇
八



一
九
九
三
年
一
〇
月

新
大
系
『
平
家
物
語
・
下
』
月
報

岩
波
書
店

平
成
四
年
国
語
国
文
学
界
の
展
望
（
中
世
・
軍
記
物
語
）

一
九
九
四
年

三
月

文
学
・
語
学
一
四
一
号

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

平
家
物
語
の
魅
力
「
主
役
は

人
物
を
浮
か
べ
て
流
れ
る
時
の
河
で
あ
る
」

一
九
九
七
年
一
一
月

ア
エ
ラ
ム
ッ
ク
「
平
家
物
語
が
わ
か
る
」
朝
日
新
聞
社

学
会
等
講
演

平
家
物
語
に
見
る
広
島

広
島
女
子
大
学
公
開
講
演
会

一
九
八
三
年
一
一
月
一
八
日

平
家
物
語
の
人
物
伝
承

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

一
九
八
五
年
四
月
二
四
日

海
道
を
下
っ
た
四
人
の
男

山
口
女
子
大
学
春
季
講
演
会

一
九
八
六
年
七
月
六
日

厳
島
神
社
と
平
家
物
語

広
島
行
政
監
察
局
主
催
職
員
研
修
講
演
会

一
九
八
五
年
七
月
二
二
日

平
家
物
語
発
生
の
時
と
場

大
阪
府
高
等
学
校
国
語
科
教
諭
研
修
会

一
九
九
二
年
六
月
二
〇
日

平
家
物
語
の
生
成

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会

一
九
九
四
年
五
月
七
日

壇
ノ
浦
合
戦
後
の
女
院
物
語
の
生
成

京
都
女
子
大
学
公
開
講
演
会

一
九
九
七
年
一
一
月
一
〇
日

平
家
物
語
壇
ノ
浦
合
戦
後
の
女
院
物
語
の
生
成

大
阪
府
高
校
国
語
科
教
諭
研
修
会

一
九
九
八
年
六
月
六
日

平
家
物
語
の
後
鳥
羽
院

覚
一
検
校
顕
賞
会
第
二
回
菖
蒲
忌
記
念
講
演
会
、
於
尼
崎
大
覚
寺

一
九
九
八
年
六
月
二
八
日

軍
記
物
語
成
立
の
条
件

―
日
本
中
世
に
お
け
る
―

二
〇
九



軍
事
史
学
会
関
西
支
部
会
、
於
大
阪
学
院
大
学

一
九
九
九
年
七
月
二
四
日

平
家
物
語
は
何
を
語
る
か

―
軍
記
と
歴
史
文
学
―

兵
庫
県
丹
有
地
区
高
校
国
語
教
師
研
修
会
、

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
三
日

平
家
物
語
を
読
む

―
そ
の
歴
史
文
学
と
し
て
の
面
白
さ
―

池
田
銀
行
自
然
総
研
、
於
ホ
テ
ル
若
水

二
〇
〇
一
年
六
月
一
八
日

平
家
物
語
・
木
曽
義
仲
造
型
の
原
点

日
本
文
芸
学
会
四
〇
回
大
会
公
開
講
演
、
於
芦
屋
大
学

二
〇
〇
三
年
六
月
二
一
日

平
家
物
語
・
木
曽
義
仲
造
型
の
原
点

龍
谷
大
学
龍
谷
学
会
学
術
講
演
会
、

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
三
〇
日

延
慶
本
平
家
物
語
の
、「
孤
子
」
へ
の
関
心
と
そ
の
意
味
す
る
も
の

関
学
大
日
本
文
学
会
、

二
〇
〇
四
年
六
月
五
日

学
会
研
究
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
師

司
会

平
家
物
語
の
文
芸
性

日
本
文
芸
学
会
研
究
発
表

関
西
学
院
大
学

一
九
六
六
月
二
〇
日

平
家
物
語
に
お
け
る
院
政
期
中
級
貴
族
の
位
置

中
世
文
学
会
研
究
発
表

日
本
女
子
大
学

一
九
七
二
年
五
月
二
〇
日

日
本
文
芸
学
の
方
法

日
本
文
芸
学
会
公
開
討
論
会
講
師

関
西
学
院
大
学

一
九
七
七
年
六
月
一
九
日

海
道
を
下
っ
た
四
人
の
男

―
平
家
物
語
後
半
の
人
物
伝
承
―

軍
記
物
談
話
会
夏
季
大
会
研
究
発
表

神
戸
大
学

一
九
八
四
年
八
月
四
日

平
家
物
語
研
究
の
視
角

二
一
〇



中
世
文
学
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
師

早
稲
田
大
学

一
九
八
六
年
五
月
二
四
日

平
家
物
語
の
本
質
論
を
め
ぐ
っ
て

名
古
屋
軍
記
物
語
研
究
会
研
究
発
表

丸
の
内
会
館

一
九
八
八
年
八
月
二
四
日

平
家
物
語
発
生
の
時
と
場軍

記
・
語
り
物
研
究
会
夏
季
大
会
研
究
発
表

国
学
院
大
学

一
九
九
一
年
八
月
二
四
日

野
心
の
系
譜

―
軍
記
物
語
を
貫
く
も
の
―

関
西
軍
記
物
語
研
究
会
研
究
発
表

吉
野
山
太
鼓
判

一
九
九
二
年
七
月
二
二
日

平
家
物
語

そ
の
変
身
。
―
延
慶
本
平
家
物
語
研
究
の
現
在
―

軍
記
・
語
り
物
研
究
会
夏
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
師

法
政
大
学

一
九
九
四
年
八
月
二
五
日

《
安
徳
神
話
》
の
誕
生

―
生
成
平
家
物
語
試
論
の
一
環
と
し
て
―

関
西
軍
記
物
語
研
究
会
研
究
発
表

笠
置
山
松
本
亭

一
九
九
六
年
七
月
二
〇
日

平
家
物
語
の
終
わ
り
方

軍
記
・
語
り
物
研
究
会
夏
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
司
会

大
阪
工
業
大
学

一
九
九
八
年
八
月
二
〇
日

望
郷
の
系
譜

―
前
期
軍
記
物
語
を
流
れ
る
念
い
―

関
西
軍
記
物
語
研
究
会
研
究
発
表

播
州
書
写
山
円
教
寺
会
館

一
九
九
九
年
七
月
一
七
日

軍
記
と
仏
教

―
平
家
物
語
を
中
心
と
し
て
―

仏
教
文
学
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
司
会

京
都
女
子
大
学

二
〇
〇
三
年
六
月
七
日

二
一
一



雑
誌
・
新
聞
等
の
随
想
及
び
弔
辞

「
招
待
状
」
一
九
六
八
年

五
月

あ
ゆ
み

一
七
号

広
島
女
学
院
大
学
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

「
広
島
と
ヒ
ロ
シ
マ
」

一
九
六
八
年
一
〇
月

あ
ゆ
み

一
九
号

広
島
女
学
院
大
学
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

「
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
使
命
を
問
う
」

一
九
六
八
年
一
二
月

ひ
か
り

広
島
女
学
院
大
学
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

「
一
級
国
道
」一

九
六
九
年
一
二
月

ひ
か
り

広
島
女
学
院
大
学
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

「
言
葉
で
空
間
を
う
め
た
い
」（
教
授
訪
問
）

一
九
六
九
年

五
月

広
島
女
学
院
大
学
新
聞

七
二
号

広
島
女
学
院
大
学
学
生
会

「
も
は
や
戦
前
で
あ
る
」

一
九
七
〇
年

九
月

あ
ゆ
み

三
〇
号

広
島
女
学
院
大
学
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

「
不
条
理
に
し
て
空
無
」

一
九
七
一
年

三
月

ひ
か
り

広
島
女
学
院
大
学
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

「
教
職
研
修
会
報
告
」（
宣
教
研
究
会
信
徒
委
員
と
し
て
）

一
九
七
二
年

三
月

西
中
国
教
区
通
信

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
西
中
国
教
区

「
瀬
戸
内
の
源
平
伝
説
」

一
九
七
六
年
一
一
月
一
五
日

中
国
新
聞
夕
刊
�
で
る
た
�

中
国
新
聞
社

二
一
二



「
愛
と
希
望
は
人
生
の
灯
」（
羽
仁
説
子
講
演
を
聞
い
て
）

一
九
七
七
年

一
月

広
島
女
学
院
報

六
一
号

広
島
女
学
院

「
半
島
の
旅

島
の
旅
」

一
九
七
七
年

八
月

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

二
〇
八
号

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「
学
生
時
代
の
三
つ
の
邂
逅
」

一
九
七
八
年

四
月

チ
ャ
ペ
ル
だ
よ
り

五
号

広
島
女
学
院
大
学
宗
教
委
員
会

「
私
の
文
学
」一

九
七
八
年

五
月

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
入
門
講
座

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
科

「
か
い
ば
お
け
と
杖
と
十
字
架
」

一
九
七
九
年

二
月

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ひ
ろ
し
ま

広
島
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青
年
会

「
キ
ャ
ン
パ
ス

立
ち
ば
な
し
」

一
九
七
九
年

四
月

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス

四
三
号

広
島
女
学
院
大
学

「
キ
ャ
ン
パ
ス

千
夜
一
夜
」

一
九
八
〇
年

四
月

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス

四
九
号

広
島
女
学
院
大
学

「
骨
折
」

一
九
八
一
年

四
月
三
日

中
国
新
聞
夕
刊
�
で
る
た
�

中
国
新
聞
社

「
キ
ャ
ン
パ
ス
う
ら
お
も
て

な
ん
と
な
く
華
麗
ら
い
す
」

一
九
八
一
年

四
月

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス

五
五
号

広
島
女
学
院
大
学

「
そ
れ
ら
の
体
験
の
ど
の
一
つ
を
欠
い
て
も

―
キ
リ
ス
ト
教
と
私
―
」

二
一
三



一
九
八
一
五
月

チ
ャ
ペ
ル
だ
よ
り

二
九
号

広
島
女
学
院
大
学
宗
教
委
員
会

「
藤
原
与
一
先
生
の
ご
退
任
に
際
し
て
」

一
九
八
一
年
一
二
月

国
語
国
文
学
誌

一
一
号

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

「
随
想

樅
の
木
は
成
長
し
た
」

一
九
八
一
年
一
二
月

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス

五
九
号

広
島
女
学
院
大
学

「
広
島
の
姉
妹
校
よ
り
」

一
九
八
二
年

六
月

関
西
学
院
通
信
ク
レ
セ
ン
ト

一
二
号

六
巻
一
号

関
西
学
院

「
聖
書
の
こ
と
ば
が
少
し
遅
れ
て
や
っ
て
来
て
」

一
九
八
三
年
一
一
月

チ
ャ
ペ
ル
・
だ
よ
り

四
七
号

広
島
女
学
院
大
学
宗
教
委
員
会

「
学
生
時
代
の
道
し
る
べ

―
あ
な
た
は
ど
の
コ
ー
ス
に
熱
中
す
る
か
―
」

一
九
八
四
年

四
月

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス

七
三
号

広
島
女
学
院
大
学

「
一
期
一
会
」一

九
八
六
年

三
月

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス

八
四
号

広
島
女
学
院
大
学

「
日
本
古
典
文
学
の
二
つ
の
宝
庫
よ
り

―
大
東
急
記
念
文
庫
と
霪
嘉
堂
文
庫
―
」

一
九
八
六
年
一
一
月

時
計
台

三
八
号

関
西
学
院
大
学
図
書
館

「
時
を
知
る
」一

九
八
七
年

一
月

チ
ャ
ペ
ル
週
報

二
七
号

関
西
学
院
宗
教
セ
ン
タ
ー

「
入
院
体
験
の
記
」

二
一
四



一
九
八
八
年
一
二
月

病
床
通
信

一
四
一
号

関
西
学
院
宗
教
活
動
委
員
会
奉
仕
部

「
飼
葉
お
け
と
杖
と
十
字
架
」

一
九
八
九
年
一
二
月

チ
ャ
ペ
ル
週
報

二
二
号

関
西
学
院
宗
教
セ
ン
タ
ー

「
研
究
余
話
「
平
家
物
語
」
の
全
体
像
を
韵
む
」

一
九
九
〇
年
一
二
月

関
西
学
院
通
信

二
号

関
西
学
院

「
青
春

そ
れ
は
約
束
。
―
い
の
ち
・
学
問
・
信
仰

そ
し
て
母
校
―
」

一
九
九
一
年

四
月

チ
ャ
ペ
ル
週
報

三
号

関
西
学
院
宗
教
セ
ン
タ
ー

「
弔
辞

實
方
清
先
生
を
お
偲
び
し
て
」

一
九
九
三
年

八
月
一
七
日

御
自
宅
で
の
前
夜
式
に
て

「
青
春

そ
れ
は
約
束
。

―
い
の
ち
・
学
問
・
信
仰

そ
し
て
母
校
―
」

一
九
九
四
年

三
月

Ｋ
Ｇ
キ
リ
ス
ト
教
フ
ォ
ー
ラ
ム

四
・
五
号
合
併
号

関
西
学
院
宗
教
セ
ン
タ
ー

「
今

あ
の
先
生
は
・
・
・
」

一
九
九
四
年

四
月

広
島
女
学
院
同
窓
会
東
京
支
部
ニ
ュ
ー
ス

一
二
号

広
島
女
学
院
同
窓
会
東
京
支
部

「
呼
び
か
け
る
声

語
り
か
け
る
行
動
。

―
震
後
元
年
・
春
季
宗
教
運
動
に
期
待
す
る
―
」

一
九
九
五
年

五
月

チ
ャ
ペ
ル
週
報

二
号

関
西
学
院
宗
教
セ
ン
タ
ー

「
と
び
ら
」

「
重
松
克
洋
君
を
哀
惜
す
る
言
葉
」

一
九
九
五
年

七
月

関
西
学
院
阪
神
淡
路
大
震
災
追
悼
文
集
『
風
に
想
う
』
関
西
学
院
宗
教
活
動
委
員
会

二
一
五



「
瓦
礫
の
下
の
小
説

あ
と
が
き
」

一
九
九
六
年

一
月

重
松
克
洋
『
瓦
礫
の
下
の
小
説
』

集
英
社

「
震
災
で
逝
っ
た
�
未
完
の
青
春
�
を
悼
む
」

一
九
九
六
年

二
月

青
春
と
読
書

三
一
巻
二
号

集
英
社

「〈
希
望
の
指
針
〉
を

―
宗
活
通
信
に
寄
せ
て
―
」

一
九
九
六
年

三
月

宗
教
活
動
委
員
会
通
信

三
五
号

関
西
学
院
宗
教
活
動
委
員
会

「
紹
介

瓦
礫
の
下
の
小
説
」

一
九
九
六
年

三
月

季
刊
読
書
の
い
ず
み

六
六
号

全
国
大
学
生
協
共
同
組
合
連
合
会

「
巻
頭
言
」
一
九
九
六
年
一
〇
月

Ｋ
Ｇ
キ
リ
ス
ト
教
フ
ォ
ー
ラ
ム

八
号

関
西
学
院
宗
教
セ
ン
タ
ー

「
追
悼
文

ア
フ
リ
カ
の
風
よ

ザ
ン
ジ
バ
ル
の
海
よ
」

一
九
九
七
年

一
月

『
河
野
浩
二
の
旅
日
記

ア
フ
リ
カ
よ
あ
り
が
と
う
』
新
風
書
房

「「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
い
て
人
格
を
陶
冶
す
る
」
と
い
う
学
則
第
一
条
の
目
的
遂
行
の
た
め
の

大
学
の
方
策

―
制
度
と
メ
ニ
ュ
ー
と
担
い
手
―
」

一
九
九
七
年

一
月

キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育

二
三
号

関
西
学
院

「〈
キ
リ
ス
ト
教
活
動
〉
の
「
自
己
点
検
」」

一
九
九
七
年

三
月

宗
教
活
動
委
員
会
通
信

三
六
号

関
西
学
院
宗
教
活
動
委
員
会

「
巻
頭
言

関
西
学
院
の
「
顔
」」

一
九
九
七
年
一
一
月

Ｋ
Ｇ
キ
リ
ス
ト
教
フ
ォ
ー
ラ
ム

九
号

関
西
学
院
宗
教
セ
ン
タ
ー

二
一
六



「『
軍
記
物
語
の
窓
』
刊
行
の
辞
」

一
九
九
七
年
一
二
月

『
軍
記
物
語
の
窓
』
第
一
集

和
泉
書
院

「
中
島
洋
一
教
授
の
御
退
任
に
際
し
て
」

一
九
九
八
年
一
二
月

日
本
文
芸
研
究

五
〇
巻
三
号

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会

「
高
松
政
雄
教
授
の
ご
退
任
記
念
号
に
寄
す
」

一
九
九
九
年

三
月
号

日
本
文
芸
研
究

五
〇
巻
四
号

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会

「
軍
記
物
語
学

―
敗
れ
た
側
包
み
込
む
文
学
―
」

一
九
九
九
年

五
月
三
一
日

朝
日
新
聞
学
芸
欄

大
阪
朝
日
新
聞
社

「
弔
辞

惜
別
田
中
俊
一
先
生
」

二
〇
〇
〇
年

三
月
二
七
日

西
宮
山
手
会
館
告
別
式
に
て

「
軍
記
と
室
町
物
語
の
懸
け
橋
」

二
〇
〇
〇
年

四
月

池
田
敬
子
著
『
軍
記
と
室
町
物
語
』
推
薦
文

清
文
堂

「
地
上
の
教
会
・
神
の
家
族
の
教
会
」

二
〇
〇
〇
年

四
月

会
報

九
二
号

日
本
基
督
教
団
宝
塚
教
会

「
分
級
の
頃
、
そ
の
後
の
事
な
ど
」

「
黄
葆
生
君
の
思
い
出
」

二
〇
〇
〇
年

七
月

『
無
題
（
だ
い
な
し
）』

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

「
二
一
世
紀
へ
の
懸
け
橋

―
学
院
創
立
一
一
一
周
年
記
念
・
秋
の
宗
教
運
動
に
期
待
す
る
―
」

二
一
七



二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

チ
ャ
ペ
ル
週
報

一
四
号

関
西
学
院
宗
教
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
一
年

一
月

『
二
一
世
紀
の
風
・
光
・
力
』
再
録

関
西
学
院

「
追
悼
文

小
林
桂
助
氏
ご
夫
妻
と
の
一
夕
の
会
食
を
懐
か
し
む
」

二
〇
〇
一
年
一
〇
月

『
小
林
桂
助
追
悼
文
集
』

文
集
刊
行
会

「
た
て
し
な
通
信
・
季
節
の
た
よ
り
」

二
〇
〇
一
年

三
月
〜
二
〇
〇
四
年
七
月
、
一
、
二
、
四
、
五
、
六
、
七
、
一
〇
号

た
て
し
な
山
荘
管
理
組
合

「
ス
カ
イ
セ
ミ
ナ
ー

平
家
物
語
論

母
親
の
一
言
が
紡
ぎ
出
す
義
仲
と
乳
兄
弟
の
物
語
り
」

二
〇
〇
二
年

三
月

ウ
イ
ン
ズ
４
月
号

日
本
航
空

二
〇
〇
二
年

五
月

関
西
学
院
通
信
ポ
プ
ラ

三
六
号
転
載

関
西
学
院

「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
関
西
学
院
よ

何
処
へ
」（
関
西
学
院
歴
史
サ
ロ
ン
第
七
回
記
録
）

二
〇
〇
三
年

三
月

関
西
学
院
史
紀
要

九
号

関
西
学
院
学
院
史
編
纂
室

「
古
典
文
庫
の
学
恩
に
謝
す
」

二
〇
〇
三
年

四
月

『
文
集
吉
田
幸
一
先
生
敬
慕
』

古
典
文
庫
会
員
有
志
一
同
編

「
学
問
の
先
進
化
と
信
仰
の
継
承
と
」

二
〇
〇
四
年
一
一
月

チ
ャ
ペ
ル
週
報

一
八
号

関
西
学
院
宗
教
セ
ン
タ
ー

「
武
久

堅
・
略
歴
と
業
績
」

二
〇
〇
五
年
三
月

日
本
文
芸
研
究

五
六
巻
四
号

関
学
大
日
本
文
学
会

二
一
八


